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国
勢
調
査
は
国
の
姿
を
見
る
鏡

あ
り
の
ま
ま
正
し
く
書
こ
う

今
年
の
十
月
一
日
に
は
、
全
国

い

っ
せ
い
に
国
勢
調
査
が
行
な
わ

れ
ま
す
。

国
勢
調
査

は
、
国
の
も

っ
と
も

基

本
的
な
統
計
調

査
で
、
全
国
は

も
ち
ろ

ん
祁

道
府

県
、
市
町
村

ご

と
の
人

口
の
大
き

さ
や
男
女
、
年

令
、
職
業
な

ど
の
人

口
構
成
を
明

ら

か
に
す

る
た
め
、
五
年

ご
と
に

行
な
わ
れ
て

い
ま

す
。
今
年
の
国

勢
調
査
は
、
大
正

九
年
の
労
一
回

調
査
か
ら
数
え
て

ち
よ
う
ど
十
回

目

に
あ
た
り

ま
す

。

国
勢
調

査
の
結
果

は
。
岡
や
都

道
府
県
、
巾
町
村

な
ど
が
、
教
育

、
住
宅
、
求
人
求
職
、
環
境
衛
生

、
地
城
即
発

、
交
逝
な
ど
、
い
ろ

い
ろ
な
問
題
の
対
策

を
た
て
る
場

合
に
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
資

料
と
な
り
ま
す
。
た
と
え

ば
、
新

し
い
学
校
を
た
て
た
り
、

保
健
所

を
作
っ
た
り
、
職
業
訓
練

や
職
業

紹
介
の
仕
事
を
計
画
す

る
場
合
に

も
、
住
民
に
つ
い
て
の
正
確
な
統

計
が
必
要
に
な
っ
て
き

ま
す
。

と
く
に
、
最
近
、
就
職

や
出
か

せ
ぎ
な
ど
で
搬
村
か
ら
都
市
へ
移

動
す
る
人
が

ふ
え
て
い
ま
す
の
で

、
市
町
村
の
人
口
の
大
き
さ
や
、

男
女
、
年
令
、
職
業
な
ど
の
構
成

が
か
な
り
変
っ
て
き
て
い
る
と
考

え
ら
れ
ま
す

｝
国
勢
調
査

は
、
こ

れ
ら
の
実
態

を
明
ら
か
に
し
ま
す

。
今
回
の
国
勢
調
査
で

は
、
調
査

の
結
果
を
早
く
知
る
た
め
に
、
「

光
学
式
読
取

り
裝
區

」
と

い
う
最

新
型
の
機
械
と
電
子
計
算
機
と
を

使
っ
て
集
計
を
行
な
う
こ
と
に
な

つ
て
い
ま
す
。
こ
れ

に
よ
っ
て
、

前
回
は
四
〇

か
月

か
か
っ
た
集
計

が
二
〇

か
月
で
で
き
る
こ
と

に
な

り
ま
す

。

各
家
庭
に
は
、
九
月
二
十
四
日

か
ら
、
国
勢
調
査

の
調

査
員

が
お

う
か
が
い
し
て
、
調
査
票
へ
の
記

入
を
お
願
い
す
る
こ
と

に
な

っ
て

い
ま
す
。

国
勢
調
査
は
、
九
千

八
百
万
人

に
の
ぽ
る
と
予
想
さ
れ
る
日

本
の

全
人

口
を
、
全
皿

い
っ
せ
い

に
も

れ
な
く
調
査
す
る
大
規
模
な
調
査

で
す
。
こ
の
調
査
を
完
全
に
実
施

す
る
た
め
に
は
、
国

民
み

ん
な
の

理
解
と
協
力
が
せ
ひ
必
愛
で
す
。

十
月
一
日
を
期
し
て
行
な

わ
れ

る
国
勢
調
査
に
は
、
も
れ
な
く
正

し
く
調
査
票
に
記
入
す
る
こ

と
に

し
ま
し
よ
う
Ｏ

国
保
税
は
こ
う
し
て
決
め
ら
れ
る

今
年

度
の
国
民
健
康
保
険
税

が
前

年
度
の
二
〇

％・
増
徴
に
な

る
こ
と
は
、
四
月
の
館
報
で
お

知

ら
せ
し
た
と
お
り
で
す
が
、

。

医
療

費
の
値
上
げ
な
ど
の
た
め

、
固

保
事
業
の
迦
営
は
な
か
な

か
容
易

で
は
な
い
状
態
で
す

。

保

健
税
は
、
い
ま
さ
ら
申
す

ま
で
も

な
く
被
保
険
者
皆
様
の

医
療
費

に
充
て

る
た
め
の
税
金

で
す

の
で

、
よ
り
一
層

の
国

保

事
業
の
充

実
と
運

営
の
円
滑

を

図

る
た
め
、

ぜ
ひ
納
期
内
完
納

に
ご
協

力
く

だ
さ
る
よ
う

お
願

い
し
ま

す
。

尚
保
険
税
の
算
定
税
率
等
に

つ
い
て
は
、
七
月
二
十
二
日
臨

時
町
議
会
で
決

め
ら
れ
た
の
で

次
に
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

糾
保
健
税
の
算
定
に
つ
い
て

○
所
得

割
、
資
産
割
、
均
等
割

、
平

等
割
の
合
計
額
が
年
税

額

と
な
り
ま
す
。

○
税

率
は
所
得
割
百
分
の

丁

八

九
、

資
産
割
百
分
の
二
〇

・
一
〇
　

被
保
険
者
均
等
割

一

人
に
つ
い
て

六
七
三
円
、

世

帯
別
平

等
割
一
世
帯

に
つ

い
て

Ｉ
、
〇

七
二
…冂
で
す

。

‥［［

保
険
税
の
減
額

に
つ
い
て
　

世

帯
主
が
被
保
険
者
で
な
い

と

き
（
例

え
ば
世
帯
主
が
社

会

保
険
で
世
帯
内
に
国
保
の

被
保

険
者

が
あ
る
と
き
）
は

左
記

の
と

お
り
減
額
に
な
り

ま
す

。

田
そ
の
世
帯
主
の
均
等
割
額

閙
そ
の
世
帯
主
の
所
得

割
額

に
そ
の
世
帯
に
属
す
る
被

保
険
者
の
数
の
逆
数

を
掛

け
て
得
た
額

叫
低
所
得
世
帯
に
対
す
る
減
額

の
範
囲
が
広
げ
ら
れ
ま
し
た

山
昭
和
三
十
九
年
の
総
所
得

金
額
九
万
円
以
下
の
世
帯

で
は
均
等
割
一
人

に
つ
い

て
三
二
〇
円
、
平
等
割
五

三
〇
円

閇
昭
和
三
十

九
年
の
総
所
得

金
額
が
九
万
円

に
被
保

険

者
（
世
帯
主
を
除
く
）
　一

人
に
つ
い
て
二
万
五
千
円

（

こ
れ
ま
で

は
一
万
五
千

円
）
を
加
え

た
金
額
以
下

の
世
帯
で

は
均

等
割
一
人

に
つ
い
て
二
二
〇
円
、
平

等
割
三

六
〇
円

同

昭
和
四
十
年
度
の
町
民
税
の

対
象
と
な
っ
た
所
得
金
額
が

更
正

さ
れ
た
場
合
は
保
険
税

も
更
正

さ
れ
ま
す
。

㈲
保
険
税
の
賦
課
期
日
（
四
月

一
日
）
以
後
に
被
保
険
者

。
（

世
帯

主
を
除
く
）
の
増
減
が

あ
っ
て
も
保
険
税
の
増
減
は

い
た
し
ま
せ
ん
。
（
世
帯
主

の
場
合
は
月
割
計
算
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
）

因
低
所
得
者
に
対
す
る
保

険
税

の
例
を
表
示
し
ま
し
よ
う
　
（
税
務
課
）

国
民
健
康
保
険
の
低
所
得
被

保
険
者
に
対
す
る
保
険
税
の
減
税
（
例
）

被 像` 険 者･

家族数 ５人

10条の2分1号

９万円以下

10 条 の ２ 愀 ２ 号

19 万 円 以下

(  25 , 000×4( 人))

=  ー00 , 00 円

該当しない
とき

19万100円
以上

所 得 総 額
－9 万円 ０ 20. 000 90 い 0

算
出 税 額

( L89 ) ０ l, 890
89

l, 8 引 .
固定 資産 税 】 0 , 500 10,500 10,500
算 出 税 額

( 20 ｺ の
50

－2  ,  ⅱ 0.
50
－い 0.

50
－2 ,  Ⅱ 0.

均　 等　 割
( 673円×5) 3 , 365 3 , 365 3 , 395

平等割(). 072 ) 1, 072 1,072 l, 072

算出 年税 額
7.  5()

－6  ,  540 7. 5 0
8 , 430

9. 39
8 , 430 ’

減

額

均 等 割 320×5
l, 600 220

×5
‘l, 1 00 なし

平 等 割 530
530 360

360 なし

計
2 ｺ 30 1,460 ０

差引決定税額
4 , 4 】 0 6. 970 8. 430

国
勢
調
査
あ
れ
こ
れ

○

大

が
か

り

な
国

勢

調
査

今
回

の
国
勢
調
査
で
は
、
全
国

約
四
九
万
人
の
調
査
員
が
全
世
帯

（
約
二
三
〇
〇
万
世
帯
）
を
訪
問

し
て

約
九
八
〇
〇
万
の
人
口
を
、

も
れ
や
重
複
な
し
に
調
査
す
る
こ

と
に
な
っ
て
い

る
。
な
お
、
こ
の

迎

め
に
用

い
る
調
査
書
類
は
四

卜

ｙ

積
み

ト
ラ
ッ

ク
で
約
一
五
〇

台

分
に
な
る
計
算
で
あ

る
。

○

調
査

票

に
は

こ

ん

な
こ

と

を

今

回
の
調
査
で
調

べ
る
事

項
は

つ
ぎ
の
と
お
り
で
あ
る
。

ア
氏
　

名

イ
世
帯

主
と
の
続
き
柄

ウ
男
女
の
別

エ
出
生
の
年
月

オ
配
偶
の
関
係

ヵ
国
　

籍

キ
仕
事
を
し
た
か
ど
う
か
の
別

ク
従
業
上
の
地
位

ケ
勤
め
先
、
業
主
な
ど
の
名
称

コ
勤
め
方
、
業
主
な
ど
の
事
業

の
種
類

サ
本
人
の
仕
事
の
種
類

シ
従
業
地
ま
た
は
通
学
地

ス
世
帯
の
種
類

七
住
居
の
種
類

ソ
居

住
室
数

夕
居
住
室
の
畳
数
の
合
計

９

に・
ご
ぞ
ん
じ
で
し
よ
う
か

○
最
近
の
日
本
の
総
人
口
は

（
答
）
九
七
一
九
万
人
（
昭
和
三

九
年
一
〇

月
一
日
現
在
推
計
）

世
界
で
は
オ
七
位

中
　

国
　
　
　

六
九
千
万

イ
ン
ド
　
　
　

四
六

ぴ

ソ
　

連
　
　
　

二
二

ぴ

ア
メ
リ
カ
　
　

ー
九
か

イ
ソ
ド
ネ
シ
ア

ー
○

ぴ

パ
キ
ス
タ
ン
　

九
九
百
万

○
前
回
（
昭
和
三
五
年
）
の
国

勢
調
査
に
お
け
る
日
本
の

人
口
は
？

（
答
）
九
三
四
一
八
五
〇
一
人
、

世
界
で

淅
五
位

○
第
一
回
（
大
正
九
年
）
の

国
勢
調
査
に
お

け
る
日
本

の
人
口
？

（
答
）
五
五
三
九
、
一
四
八
一
人

○
世
界
の
総
人
口
は
？

（
答

）
三
二
億
人
（

一
九
六
三
年

国
連
推
計

）

○

日

本

の
人

口

密
度

は
？

（
答
）
一
平
方
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
‘あ

た
り
二
五
三
人
（
昭
和
三

五
年

国
勢
調
査
）

○
日
本
の
人
口
の
最
近
一
年

間

の
人

口

の
変

化
は

７・

（

答
）
昭
和
三
九
年

の
一
年
間
に

、
出
生
が
一
七
〇
万
人
、
死
亡

が
七
〇
万
人

で
さ
し
引

き
Ｉ
〇

〇
万
人

の
増
加
（
人

口
動
態
統

計
）

○
日
本
の
人
口
の
男
女
比
は

（
答
）
総
人

口
で
は
、
女
一
〇
〇

人
に
対
し
て
男
九
六
・
五

人

。

し
か
し
出
生
時
。に
は
女
一
〇
〇

人

に
対
し
て
男

が

Ｉ
〇
五

こ
（

人

で
男

が
多
い
が
、
年
令
が
多

く
な
る
に
従
っ
て
男
の
比
率
が

さ
が
り
、
二
〇
才
以
上
で
は
女

が
多
く
な

る
。
（

昭
和
三
五
年

国
勢
調
査

）

○
日
本
人
の
平
均
寿
命
は
？

（
答

）
男
は
六
七
才
、
女
が
七
二

才
（
昭
和
三
八
年
、
厚
生
省
資

料
）

○
日
本
の
人
口
の
年
令
構
成

は
？

（
答
）
十
五
才
未
満
　

三
〇
・
〇

％
　
　
　
　

（

二
六
・
三

）

十
五
才
～
五
九
才
六
一
・
一
％

（
六
四

・
一
）
　

六
〇

才
以
上
　
　
　

八
・
九
％

（
九
・
六
）

（

昭
和
三
五
年
国
勢
調
査
に
よ
る

、
た
だ
し
（
　

）
内
は
昭
和
三

九
年
推
計
で
こ
れ
が
今
回
の
国

勢
調
査
で

は
っ
き
り
す
る
）

○
日
本
の
就
業
者
の
数
は
？

十
五
才
以
上
の
就
業
者
の
数
は

四
三
六
九
万
人
（

十
五
才
以
上

人
口
の
六
六
　

九
％
）
　（
昭
和

三
五
年
国
勢
調
査

に
よ
る

役場の電話番号
が変 りま した

次 のように変 りました。 よろ

し くお願いしますＯ

･町　 長　 室
会　 計　室

総　 務　 課
住　民　 課
宿　 直　 室

建 設 課
税 務 課
産 業 課

議会事務局

教育委員会

１３９

･７ ５

･９

６

１３６

( 公民 館)

農業 共済組合
商　 工　 会

１ １５

尚 近く交換台を設備するこ

とｒ な りました ので、 もうし

ば らくご 辛桙お願いし ます。

”断
水
の
お
そ
れ
あ
る
水
道
”

盛
夏

の
候
と
も
な
れ
ぱ
、
海
に

山

に
、

プ
ー
ル
に
と
凉
を
求
め
る

シ
ー
ズ
ン
で
す
。
町
の
上
水
道
給

水
事
業

は
、
八
月
か
ら
九
月
に
か

け
最

大
の
馬
力
を
か
け
て
お
り
ま

す

が
、
な

に
し
ろ
こ
の
時
期
の
需

要
量
は
一
日
の
浄
水
能
力

Ｉ
、
三

〇
〇

ト
ン
を
大
き
く
上
廻
る
有
様

で
す
。
特
に
こ

の
節
は
果
樹

の
人

口
着
色

に
相
当
量
の
水
を
要
す
る

の
で
、
も
し
も
需
給
の
で

フ
ン
ス

が
く
ず
れ
て
断
水
で
も
す
る
こ
と

に
な
っ
て
は
大
変
で
す
。
上
水
道

使
用
者
の
皆
様
に
甚
だ
申
わ
け
ご

ざ
い
ま
せ

ん
が
、
夏

期
節
水
に
ご

協
力
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

八
月
一
日
　

建

設
課
水
道
係

グ
ラ
フ
は
昭
和
三
十
九
年
度
の

送
水
量
を
月
別

に
見

た
も
の
で

八
月
一
か
月
分
を
平
均
し
て
も

毎
日
の
浄
水
能
力

に
達
し
て
い

る
の
で
す
か
ら
多
く
使
う
日
に

は
こ
れ
を
超
過
し
、
断
水
す
る

こ
と

に
な
る
わ
け
で

す
。

昭和３９年度月別送水量 国 見町 上水 道

「

道
路

は
広

く
美

し
く

」

道
路
を

守

る
月

間

八
月
一
日
か
ら
三
十
一
日
ま
で

の
一

か
月
、
全
国
一
せ
い
に
道
路

を
守

る
運
動
が
行
わ
れ
て
い
ま
す

。
こ
れ

は
道
路
の
関
係
機
関
と
道

路
り
利
用
者
と
が
一
致
協
力
し
て

道
路
を

広
く
美
し
く
使
う
た
め
に

次
の
こ
と
を
実
行
す
る
こ
・と
で
す

Ｏ
道
路
は
世
の
中
の
人

み
ん
な
の

も
の
で
す
、
み
ん
な
で
こ

の
運
動

に
参
加
し
、
協
力
し
ま
し

よ
う

。

記

二

道
堺
愛
護
の
活

動
を
盛
ん
に

し

ま
し
よ
う

。
小

さ
な
修
理
や

手
人
れ
は
わ
た
し
た
ち
で
や
り

ま
し
よ
う

」

二
、
道
路
を
広
く
使

う
た
め

に
、

じ
や
ま
も
の
を
除
き
ま
し
よ
う

。
道
路
に
か
ぶ
さ

る
木
の
枝
な

ど
伐
り
ま
し

よ
う
Ｏ

三
、
道
路
を
美
し
く
し
て
、
き
も

ち
よ
く
使

え
る
よ
う
に
し
ま
し

よ
う
。
目

ざ
わ
り
な
広
告
や
ビ

ラ
な
ど
整
理
し
、
美
し
い
花
で

か
ざ
り
ま
し
よ
う
。

四
、
道
路
に
車
を
置
い
た
り
、
商

品
を
並
べ
た
り
、
稲
麦
な
ど
を

積
ん
で
お
い
た
り
す
る
と
不
法

占
拠
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

か
ら
お
互
い
に
気

を
つ
け
ま
し

五
、
交
通
法
規
や
道

徳
を
守

っ
て

交
通
の
円
滑
を
図
り
ま
し
よ
う

議

会

だ

よ

り

七
月
二

十
二
日
午
前
十
時
よ
り

国
見
町
議
会
臨

時
会
が
開
か
れ
、

去

る
三
月
と
六
月
の
定
例
会
に
請

願
の
あ
っ
た
件
に
つ
き
そ
れ
ぞ
れ

委
員
長

よ
り
調
査
結
果
の
報
告
が

あ
っ
た

。
採
択

さ
れ
た
案
件
左
記

の
と
お
り
、

一
、
宮

明
裹
堀
排
水
改
良
の
件

一

、
板
橋
護
岸
工
事
施
行
の
件

一

、
内
谷
西
護
岸
工
事
施
行
の
件

一

、
貝
田
農

道
新
設
の
件

一
、
新
田
元
木
橋
か
け
が
え
の
件

一
、
石
母

出
町
道
改
修
の
件

一
、
西
大
枝
入
内
長
道
改
修
の
件

一
、
徳
江
北
部
町
道
改
修
の
件

一
、
林

道
泉
田
線
橋
か
け
替
の
件

一

、
山
崎

大
橋
車
交
換
所
の
件

一
、
石
母
田
溜
池
改
修
の
件

一
、
旧
軍
人
等
に
対
す
る
恩
給
処

遇
に
関
す
る
意
見
書
提
出
の
件

尚

次
の
二
件

は
保
留
さ
れ
た

一
、
森
山
八
斗
蒔
長

道
改
修
の
件

一
、
築
館
長
道
巾
員
拡
張

の
件

議
決
さ
れ
た
案
件
は
左
記
の
通
り

一
、
国
見
町
国
民
健
康
保
険
条
例

の
一
部
改
正
の
件

本
紙
別
項
記
載
の
通
り

一
、
昭
和
四
十
年
度
国
見
町
工
場

誘
致
特
別
会
計
補
正

予
算

藤
田

た
ば
こ
収
納
所
と
交
換
す

る
た
め
小
野

新
町

に
建
設
中
の

住
宅
二
戸
の
工

事
請
負
金
り
追

加
で
あ
る
。

『

昭
和
四
十
年
度
国
見
町
上
水

道
特
別
会
計
補
正

予
算

水
源
地
の
取

水
井
戸
の
鋼
下

げ

工
事
経
費
な
ど
で

あ
る
。

一
、
寄
付
採
納
の
件

完
全
給
食
実

施
に
伴
な
う
大
木

戸
、
小

坂
両
小

学
校
Ｐ
Ｔ

Ａ
関

係
者
か
ら
寄
付

金
五
〇
万
円

の

採
納
で
あ
る
）

一
、
昭
和
四
十
年
度
国
見
町
一
般

会
計
補
正
予
算

歳
出

の
主
な

も
の
次
の
と
お
り

○

庁
舎
改

造
費
　
　

匸
一
五
千
円

○

電
話
交
換
台
設
備
五
五
〇

か

取
付
工
事
料
　
　
　

五
〇

か

電
電
債
引
受
　
　

五
〇
〇

ぴ

○

農
業
構
造
改
善
事
業
実
施
に
対

す
る
測
量
等
経
費
八
〇
〇

が

○

い
も
ち
病
防
除
　
　

五
〇

ぷ

○

小
坂
、
大
木
戸
両
小
学
校
完
全

給
食
室
整
備
費
三
一
五
〇

か

○

道

路

は

広

く

美

し

く

使

え

峇

よ

う

に

み

ん

な

で

協

力

し

ま

し

よ

う



ス
ク
ー
ル
バ
ス
で

Ｉ
め
ぐ
り

お
母
さ
ん
の
社
会
見
学

国
見
町
婦
人
会
連
絡
協
議
会
（

会
長
八
島

ア
キ
さ
ん
）
で
は
、
リ

ー
ダ
ー
研

修
の
一

つ
と
し
て
七
月

二
十
六
日
、
福
島
方
面
に
社
会
見

学

を
実
施
し
た
。

午
前
中
は
市
公
会
堂
で
開

か
れ

て

い
る
夏
期
社
会
大
学
講
座
に
臨

み
、
文
化
学
院
教
授
戸
川

エ
マ
先

生

の
「
婦
人
の
願
い
と
社
会
の
進

歩
」

と
い
う

お
話
を
き
き
、
午

後

は
信
夫
山
の
中
腹

に
立
つ
緑
が
丘

学

園
を
訪
問
、
円
形
校
舎
そ
の
他

近
代

的
設
備
を
見
学
、
院
長
菅
野

八
千
代

先
生
（
県
婦
連
会
長
）
の

お
話
を
き
き
、
更

に
同
校
の
好
意

で
専
用
の
ス
ク
ー
ル
。（

ス
で
、
県

営
体
育
館
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
放
送
会
館
な

ど
を
見
、
同
市
荒
町

に
あ

る
福
島

ス
テ

ー
ジ
当
ｙ

ホ
テ
ル
で
休

ん
で

帰
っ
た
。

写
真

は
　

菅
野
院
長

と
語

る

一
行

″
ゴ
ミ
は
自
分
で
処
理
し
よ
う
″

旅
の
新
生
活
運
動
と
は

海
水
浴
や
登
山
に
、

あ
る
い
は

神
ノ
巡
拝
や
観
光
旅
行

に
、
人
の

群
れ
が
流
れ
る

シ
ー
ズ
ン
と
な

っ

た
が
、
若

い
男
女
や
家
族
づ
れ
の

旅
行
者

や
各
種
団
体
の
方

が
た
に

は
、
バ

カ
ソ
ス
を
楽
し
む
た
め
の

マ
ナ
ー
や
エ
チ

ケ
ッ
ト
に
欠
け

る

点
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
文
化
国

家

に
ふ
さ
わ
し

い
市
民
性
を
育
て

、
う
る
お
い
の
あ

る
生
活
を
き
ず

く
た
め
、
国
土
を
美
し
く
す
る
運

動
の
一

つ
と
し
て
、
旅
の
新
生
活

運
動
が
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

一
、
自
分
で
出

し
た
ゴ
ミ
は
自
分

で
始
末
し
ま
し
ょ
う

。

一
、
行
列
や
車
内

の
秩
序
を
守
り

‘
　ま
し
ょ
う
Ｏ

一
、
お
互
い
に
気
づ
い
た
こ
と
は

声
を
か
け
あ
い
、
楽

し
い
旅
を

し
ま
し
ょ
う
Ｏ

一
、
美
し
い
自
然
を
守

り
、
公
共

物
を
大
切
に
し
ま
し
ょ
う
。

以
上
が
こ
と
し
の
ね
ら
い
で
あ

る
が
、
こ
れ
か
ら
旅
行

さ
れ

る
方

は
、
次
の
場
所
で
ど
の
よ
う
に
実

行
さ
れ
て

い
る
か
気
を
つ
け
て
み

る
こ

と
に
し
ま
し

よ
う
。

駅

前
広
場
、
駅
待
合
室
、
ホ
ー

ム
、
船
舶
発
着
所
、
バ
ス
タ
ー

ミ
ナ
ル
、
列

車
、
船
舶
ｊ
（

ス

な
ど
の
車
船
室

内
、
公
園
、
運

動
場
、
観
光
地
、
神
社
、
仏
閣

、
名
所
旧
跡
、
海
水
浴
場
、
キ

ヤ
ソ
プ
地

な

ど
に
お
け
る
一
般
人
や
旅
行

者
の
マ
ナ

ー
、
エ
チ
ケ
ッ
ト
の

実
態
を

よ
く
観
察

し
ま
し
よ
う

①
以
上
の
場
所
が
旅
行
者
や
利
用

者

に
よ
っ
て

よ
ご
さ
れ
て
い
な

い
か
。

＠
β

自
分
で
出
し
た
ゴ
ミ
は
自
分

で
始
末
す
る

ガ
と
い
う
態

度
が

ど
の
程
度
で
き
て
い
る
か
。

③
観
光
施
設
や
公
共
施
設
が
大
切

に
利
用
さ
れ
て
い
る
か
。

④
美
化
、
清
潔
保
持
の
た
め
の
設

備
が
十
分
利
用
さ
れ
て
い
る
か

④
乗
降
秩
序
、
座
席
の
ゆ
ず
り
合

い
な
ど
が
よ
く
行
な
わ
れ
て
い

る
か
。

ち
と
せ
号

大
は
ん
じ
よ
う

高

血
圧
や
が
ん
’、
心
臓
病
な
ど

の
成
人
病

は
「
早
期
発
見
」

「
早

期
治
療

」
が
大
切
で
す
。

八
月
二
日
、
財
団
法
人

福
島
県

成
人

病
予
防
協
会
の
成
人

病
検
診

車
「
ち
と
せ
号
」

が
米
て
、
藤
田

小

学
校
で
町
民
の
集
団
検

診
を
行

な
っ
た
。
胃

の
間
接
撮
影

、
検
便

血
圧
測
定
、
心
電
図
測

定
、
眼
底

検
査
な
ど
科
学
的
検
査

で
、
当
日

は

Ｉ
〇
七
名
の

人
が
検
診

を
う

け
、
わ
が
か
ら

だ
に
つ
い
て
一

応
の
認
識
を
得

て
帰
っ
た
。
検

診
料
は
七
四
〇

円
の
と
こ

ろ
、

町
で
半
額
補
助

す
る
の
で

本
人

負
担
は
三

七
〇

円
で
あ
る
。

写
真
は
「

も

と
せ
号
」

の
外
観

と

検
査
の
実

況

帰
る
時
間
を
は
つ
き
り
と
み
・

青
級
父
兄
会
の
き
ろ
く

七
月
二
十
日
午
後
一
時
半
か

ら
青
年
研
修
所
で
、
青
年
学
級

生
の
父
兄
会
が
行
わ
れ
た

、
出

席
者
は
少
な
か
っ
た
が
そ
れ
だ

け

に
公
民
館
側
と
の
話
し
合
い

は
青

年
教

育
の
核
心
に
ふ
れ
た

も

の
が
多

か
っ
た
。
左
に
そ
の

要

点
を
摘
記
す

る
。

記

○

時

間

に

つ

い

て

Ｉ

学

習

日

が

わ

か

っ

て

い

れ

ば

仕

事

を

早

く

し

ま

っ

て

出

し

て

や

り

た

い

ヽ

友

だ

ち

に

呼

ば

れ

て

は

じ

め

て

わ

か

る

し

ま

つ

だ

。

２

帰

宅

時

間

が

あ

ま

り

お

そ

い

と

心

配

だ

・

一

定

し

て

お

い

て

も

ら

い

た

‘い

、

○

回

敖

に

つ

い

て

１

月

五

、
’ｌ
六

剛

・の

学

習

に

対

し

。
、

役

員

た

ち

は

他

の

ダ

ル

ー

プ

の

役

員

も

兼

ね

て

い

る

の

で
、
精
い
っ
ぱ

い
だ
と
い

い

２
役
員
以
外
＠
者
は
も

っ
と
多

く
し

た
い
。
（

‘ど
う
せ
夜
遊

び
に
出
る
の
だ
か
ら
と

い
う

こ
え
あ
り

）。

３

青

年
学
級
に

か
ず
け
て
夜
遊

び
に
出
か
け
る
者

あ
り
。

○
男
女
交
際

に
つ

い
て

―
昔
は
人
目
し
の

ん
で
こ

っ
そ

り

や
っ
た

ぷ
５
だ
が
、
今

は

公
然

と
話
し
会
え

る
の

は
幸

せ
だ
。

２
男
女
相
互
ｙ
・`
相
手
を
見

る
目

を
養
５
こ
と

が
大
切

。

３

そ
れ
ぞ
れ
の
部
落
ご
と
に
男

。
は
女
を
送
り
届
け
る
よ
う
に

し
て
い
る

、

○
修
学
旅
行
に
つ

い
て

１

常
に

Ｉ
生
け
ん
め
い
働
い
て

い
る
の
だ
か
ら
年
一
回
ぐ
ら

い
慰
安
の
意
味
で

旅
行
に
や

り
た
い
。

２

旅
費
は
た
い
し
た
こ
と
な
い

が
仕
度
に
か
か
る
。

あ
り
あ
わ
せ
の
も

の
で
出
か

け
る
工
夫

と
努
力

が
必
要
だ

３

東
京
大
が
こ

｀
ち
に
く
る
と

き
は
ふ
だ
ん
着
で
平
気
で
く

る
が
東
北
人
が
上
方

に
い
く

と
き
は
着
物
で
大

さ
わ
ぎ
す

る
。
奥
州

の
着
倒

れ
を
な
お

し
た
い
。

４

成
人
式
の
服
装
と
同
じ
で
、

み
ん
な
で
ょ
く
話
し
合
っ
て

改

め
な
け
れ
ば
だ
め
だ
、

○
小
遣

い
に
つ
い
て

１
月
給
制
に
し
て
毎
月
三
千
円

づ

つ
や

っ
て
い
る
が
だ
い
ぶ

貯

金
が
た
ま
っ
た
ら
し

い
。

２
希
望

に
よ
っ
て
そ
の
つ
ど
や

っ
て

い
る
と
き
は
ど
ん
ど
ん

つ

か
っ
て
、
毎
月
五
千
円
以

上

に・
な

っ
て
い
た
が
、
月
給

制

に
し
て
か
ら
は
ち
ゃ

ん
と

予

算
生
活
を
し
て
い
る
。

３
嫁

の
小

遣
い
を
ど
う
し
て

い

る
か
を
青
年
た
ち
は
皆
関
心

を

も
っ
て
い
る
。
エ
プ
ロ
ン

、

ス
カ
ー
ト
、
‘は
き
も
の
か

ら
石
け
ん
、
ち
り
紙
、
脱
脂

綿

ま
で
現
物
支
給
し
て

い
る

か
ら
嫁
に
は
小

遣
い
を
や
ら

な
い
と
い
っ
た
姑

さ
ま
、
子

ど
も
の
学
用

品
代

は
一
切

お

姑

さ
ま
か
ら
渡

す
と
い
う
家

庭

、
子

ど
も
三
人

う
ん
で
も

実
家

か
ら
小

遣
い
を
も
ら

っ

て

い
る
と
い
う
農

家
の
嫁
、

こ

ん
な
現
実
を
見
て
い

る
今

の
娘

さ
ん
た
ち

が
農
家
へ
嫁

ぐ
こ

と
を
き

ら
う

大
き

な
理

由

に
な

っ
て

い
る
よ
う

だ
。

４

農
家

の
諠

の
仕
事

を
値

ぶ
み

し
た
人

が
あ
っ
た
。
農
業
従

事
者

と
し
て
、
家
政
婦
と
し

て

、
子

ど
も
の
哺

育
者
と
し

て
、
夫

へ
の

サ
ー
ビ
ス
者

と

し
て
、
少

な
く
も
○
万
円
の

月
給

を
…
…

こ

ん
な
話
が
次

か
ら
次

へ
と
限

り
な
く
出
て
く

る
、

ま
こ
と
に

ほ
ほ
え

ま
し
い
光
景
で
し
た
。

次
回

に
は
ぜ
ひ
み
な
さ

ん
ご
出

席
く

だ
さ
い
。

こ
づ
か
い
を
ゆ
た
か
に

経
済
的
安
定
を
図
っ
て
や
ろ
う

・：
老
人
を
ど
う
処
遇
す
る
か

ワ
：

老
人
は
食
わ
せ
て
さ
え

お
け

ぱ

い
い
、
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
て
は

な
ら
な
い
の
で
す
。
わ
が
国
に
も

七
十
歳
以
上
の
老
人
に
対
し
て
「

福
祉
年
金
」
の
制
度
が
で
き
ま
し

た
が
、
そ
れ
は
あ
ま
り
に
小

額
で

あ
り
、
ま
た
い
ろ
い
ろ
の
制
約
が

あ
っ
て
、
そ
れ
を
う
け
ら
れ
な
い

老
人
も
多
い
の
で
す
。
で
す
か
ら

本
人
に
能
力
が
あ
っ
て
俤
き
に
出

る
と
い
う
な
ら
、
そ

れ
を
拒
ま
な

い
こ
と
で
す
。
小

遣
銭
も
ろ
く
ろ

く
あ
げ
な
い
く
せ
に
、
世
間
態
が

悪
い
か
ら
と
い
っ
て
、
働

き
に
出

さ
な
い
子
ど
も
も
あ
る
の
で

す
が

、
そ
れ
は
自
己
中
心
の
見
え
と

い

う
も
の
で
す
。

も
し
老
人
が
家
庭
の
な
か
で
働

く
な
ら
、
大

い
に
働
い
て
も
ら
っ

て
、

そ
の
代

わ
り
に
労
働
の
代

償

を
払
う
べ
き
で
し
ょ
う
。
家
事
に

対
す
る
場
合

の
報

酬
は
、
遠
慮
し

て
な
か
な
か
受
取

ら
な
い
と
い
う

場
合
も
あ
る
の
で
す
が
、
原
則
と

し
て
報
酬
の
な
い
労
働
と
い
う
も

の
は
、
あ
り
得
な
い
の
で
す
か
ら

、
そ

れ
を
了
解
さ
せ
る
な
ら
ば
、

内
心
は
喜
び
で
あ
る
に
ち
が
い
な

い
の
で
す

。
も
っ
と
も
こ
れ
は
都

会
の
老
人

の
話
で
、
農
村
で
は
「

三
ち
ゃ
ん
農
業
一
と

い
わ
れ

る
よ

う
に
、
お
じ
い
ち
ゃ

ん
、
お
ば
あ

ち
ゃ
ん
の
仕
事
は
あ
り
過

ぎ
て
家

事
ど
こ
ろ
で
は
な
い
で
し
ょ
う
け

れ
ど
、
と

に
か
く
老
人
の
自
由
に

な
る
金
は
ど
こ
で
も
必
要
で
す
。

老
人
と

い
う
も

の
は
、

い
く
ら

お
金
を
あ
げ
て

も
無
駄
づ

か
い
は

し
な
い
も
の
で
す
。
い
づ
れ
は
子

ど
も
に
か
え
っ
て
く
る
わ
け
で
す

か

ら
、
金
を
あ
げ
る
と
い
う
こ
ｙ

は
何

と
な
く
老
人
の
心
を
豊
か
に

す

る
ば
か
り
で
な

く
、
あ

る
意
啖

で

貯
蓄

し
て

お
く
こ

と
に
も
な
ろ

の
で
す
。

「
ふ
く
し
ま
歴
史
散
歩
」
を
み
る

毎
週

金

曜
日

午
前
六
、
四
五
？

七
、〇
〇

午
後
一
、〇

五
～

一
、二
〇

N
1
1
K
福
島
放
送
局
で

は
、
こ

ん
ど
福
島
放
送
会
館
が
完

成
し
た

の

を
機
会
に
、
「
テ
レ
ビ
談
話
室

」
　「
郷
土
の
し
お
り
」
「
時

の
話

題

」
な
ど
、
ほ
と
ん
ど
毎

日
の
よ

う

に
県
内
の
問
題

を
と
り
あ
げ
て

放
送
し
て
い
る
が
、
「
ふ
く
し
ま

歴
史
散
歩
」
も
そ
の
一
つ
で
、
な

か
な
か
お
も
し
ろ
く
視
聴

し
て
い

る
の
で
ご
紹
介
す
る
。
こ
れ
は
、

私

た
ち
福
島
県
民
の
祖
先

が
ど
の

よ
う
に
感
じ
、
ど
の
よ
う

に
生
き

て
来
た
か
を
、
現
代

の
眼
で
も
う

一
度
見
直
し
、
そ
こ
か
ら
何
ら
か

の
教
訓
を
学
び
と
ろ
う
と
す
る
も

の
で
あ
る
。
単
に
「
昔
を
懐
か
し

む

プ
も
の
で
は
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ

の
時
代
に
私
た
ち
の
祖
先

が
ど
の

よ
う
に
行
動
し
た
か
を
知
り
、
今

日
の
福
島
県

を
作
る
の
に
大
き
な

意
味
を
持

つ
事
件
や
現
象
に
つ
い

て
考
え
る
こ
と

が
で
き
る
、
ま
こ

と
に
有
意
義
な
放
送
で
あ
る
。
近

く
放
送
さ
れ

る
題
名
と
内
容
を
略

記
す
る
。記

八
月

十
三
囗
　

石
那
坂
の
戦
い

頼
朝
の
奥
州
征
伐
が
ど
ん
な
も

の
で
あ

っ
た
か
を
石
那

坂
や
厚

樫
山
の
戦

い
の
錦
絵
な
ど
を
使

っ
て
な

が
め
、
そ
の
背

景
を
も

探

っ
て
み
る

。

八
月
二
十
日
　

霊
山
軍
記

１

南
北
朝
の
争

い
Ｉ

弱

肉
強
食
の
世
に
あ
っ
て
、
地

方
の
豪
族
は
中
央
の
ど
の
勢
力

に
味
方
す
べ
き
か
を
常
に
迷

っ

て

い
た
。
全
国
的
な
規
模
で
行

わ
れ

た
南
北
朝
の
動
乱
は
本
県

に
ど
の
よ
う
に
影
響
を
及

ぼ
し

、
そ
の
結
果
地
方
武
士
の
分
布

図
は
ど
う
書
き
改
め
ら

れ
た
か

。
現
在
霊
山
に
残
っ
て

い
る
当

時
の
遺
跡
や
神
皇
正
統

記
（
版

本
）
を
手
が
か
り
に
そ
れ
を
探

る
り

八
月
二
十
七
日
　

戦
国
の
大
名

戦
国

大
名
の
領
地
経
営
、
た
と

え

ば
芦
名
氏
の
産
業
奨
励
、
市

日
の
設
定
な
ど
経
済
政
策
を
も

含

め
て
紹
介
す

る
）

九
月
三
日
　

太
閤
無
情

太
閤
の
圧
政
は
百
姓
を
窮
地
に

お
と
し
い
れ
た
た
め
一
揆
が
方

方

に
お
こ
っ
た

。
検
地
帳
や
反

対
の
事
情
を
書
い
た
巻
物
な
ど

に
よ
っ
て
検
地
の
き
び
し
さ
と

農
民
の
窮
状
な
ど
を
訴
え
る
。

九
月
十
日
　

城
下
町
絵
図

江
戸
時
代
の
城
下

町
の
成
り
立

ち
と
そ
の
町
割
り
、
町
民
風
俗

職
人
の
生
活
な
ど
を
城
下
町
絵

図
や
道
中
図
を
使
っ
て
紹
介
す

る
Ｑ

役
場
に

ガ

レ

ー

ジ

役
場
で
は
、
昨
年
度

ゴ
ミ
運
搬

車
と
砂
利
運
搬
用

ダ
ン
プ
ト
ラ
ッ

ク
を
購
入
し
た
が
、
こ
の
程
役
場

東
北
に

建
坪
三
〇
坪
総
二

階
建
の

ガ
レ
ー
ジ
を
建
て

た
。
総
工
費
二

〇
〇
万
円
、
階
下

に
は
二
台
の
ト

ラ
ッ
ク
の
外
ジ
ー
プ
消
防
車
、
及

び
十
数
台
あ
る
公
用

バ
イ

ク
を
格

納

し
、
階
上
に
は
、
こ
れ
ま
で
役

場
内

に
間
借
り
し
て

い
た
農
業
共

済
組
合
と
商
工
会
の
事
務
室
を
移

し
、
外

に
二
十
七
畳
敷
の
大
会
議

室
が
あ
石
。
（
写
真
は
そ
の
外
観
）

県
北
中
に
カ
ー
テ
ン

こ

の
た
び
愛
知
県
半
田
市

に
住

む
石
川
三
蔵
氏
よ
り
県
北
中
学
校

に
対
し
、
特
巾
布
地
チ
ャ

ー
ト
が

送
ら
れ
て
き

た
。
石
川
さ
ん
は
小

野
校
長
さ
ん
が
満
州
在
職
当
時
の

教
え
子
で
、

終
戦
引
揚
後
織
物
業

を
経
営
し
て

い
る
が
、
昔
お
せ
わ

に
な
っ
た
小
野
先
生
を
と
お
し
、

同
校
健
康
管
理

の
た
め
カ

ー
テ
ン

地
を
寄
贈
さ
れ
た
も
の
。
Ｐ
Ｔ
Ａ

で
は
早
速
奉
仕

作
業
で
カ

ー
テ
ｙ

を

仕
立
て
、
と
り
つ
け
る
筈
。

リ
ン
ゴ
の

お
化
粧
始
ま
る

昨
年
大
木
戸

農
協
で
試
験
的
に

や
っ
て
自
信

を
得
た
本
町
名
産
リ

ソ
ゴ
の
人
工

着
色
を
、
こ
と
し
は

本
格
的
に
や
ろ
う
と
、
特
産
課
長

八
島
福
太
郎
氏

を
中
心
に
関
係
者

一
丸
と
な
っ
て
活
動
し
て
い
る
、

着
色
場
は
、
農
協

本
所
前
広
場
の

他
に
東
側
水
田
三
一
〇
坪
を
借
入

れ
、
更
に
大
木
戸
支
所
前
二
〇
〇

坪
を
活
用
し
て
設
備
し
、
一
坪
当

り
五
箱
、
一
回
二
、
四
〇
〇
箱
、

期
間
中
五
回
、

匸
一
、
〇
〇
〇
箱

を
処
理
す
る
計
画
で
そ
の
成
果
が

注
目
さ
れ
て

い
る
。

○

よ

ご

す

ま

い

、
　
日

本

は

世

界
、の

観

光

地
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